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◆ ６年生児童が授業・部活動体験を行いました  
  10月 28日（月）、三和小学校及び来見小学

校６年生児童が中学校の授業と部活動を体験し

ました。授業では、理科と社会のうち、事前のア

ンケートで希望した方の授業に参加しました。小

学校の授業よりも 5 分長い授業ですが、集中し

て臨んでいるとあっという間に終わってしまい

ました。また、部活動では、興味がある二つの部

活動を体験しました。中学校の先輩たちと一緒

に活動する姿は、中学校生活への期待に胸が膨

らんでいる様子でした。来年４月、三和中学校へ

入学してくる日を楽しみに待っています。 

 

◆ “ほんまもん”体験、ご協力ありがとうございました  
10月 23日（水）、昨年度に引き続き、三和中学校“ほんまもん”体験を実施しました。町内

10の事業所や団体の方々にご協力を頂き、神石高原町を愛する心はもちろん、夢をもって生きる

ことの大切さや仕事への情熱を生徒たちに語ってくださいました。 

日本中そして世界を相手に活躍する神石高原町内の本物や、未来へつながる事業の体験等、どの

方々も、生徒が楽しめる活動を考えてくださり、時間の経つのがあっという間でした。協力してく

ださった方々への感謝の気持ちといただいた言葉を忘れず、これからの学習に生かしていきます。 

大変、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

立志 向学 調和  

自ら学び 自ら考え 協働できる 心豊かな生徒の育成 

 

一人一人の社会的・職業的自立に向けて 

 

「子育てや教育活動を通して、どんな子に育ってほしいですか？」 

このような「問い」の答えは、それぞれに違っていいと思いますけれど、やはり次代を担う、社会を支える担い手に

なってもらわねば困ります。 

 

  いつか親の庇護から離れて自分で生きていけるように 

  そして、自分のことだけでなく社会の一員として働き、地域や社会を支えていけるように 

 

そのために生徒の自立を促し、社会で必要な資質・能力を育成していかなければならないと考えています。 

 

今回、地域の皆様や事業所の方のご協力を得て、「ほんまもん体験」を行うことができました。ここでの体験やい

ただいたお話しを「種」とすれば、これからどのように育つのか、育てるのか、そして何を実らせるのか、わくわくして

きます。学校だけではできない教育活動を皆様のご協力により実施できましたこと、心から感謝申し上げます。 

 

生徒たちが、自分のやりたいこと、他者や地域そして社会に役立つことを考えながら、 

自分の道を創り、自ら歩んでいけるよう支えていきたいと思います。 

三和中学校長 辻 雅人 

中学校の先輩たちと一緒に 
部活動を楽しみました。 
プレゼンテーション 

社会科では地図や地球儀を、理科 

では顕微鏡を使って課題に挑戦！ 

http://www.jinsekigun.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ほんまもん体験」 

毎年、生徒たちはこの活動が楽しみで、生き生きと取り組んでいます。 

その様子を見ると、地域の方たちの惜しみない協力に思いが巡ります。 

改めて、生徒たちは地域の宝なのだと実感しています。          ～ひとこと日記～ 

《カイハラ産業》 

“カイハラ”ってどんな企業？ というお話を伺った後、藍染め体験をさせて

いただきました。生地の絞り方を工夫することで、独創的な模様のハンカ

チがたくさん出来上がりました。 

《佐々木林業》 

学校の坂の下にある“佐々木林業”は木を切るだけじゃない! というお

話を伺った後、今年も角材切り競争で熾烈な争いが繰り広げられまし

た。重たい斧を使って薪割り体験もさせていただきました。 

《ピースウィンズ・ジャパン》 

救助犬による人探しのデモンストレーションでは、見事、全員探し当てるこ

とができました。何と、救助犬は人の一億倍の嗅覚をもっているそうです。

また、保護犬への取組などについても教わりました。 

《トラスト神石》 

何度でも再利用できる金属。そしてアルミニウムについて初めて知った

こともありました。あんなに堅くて丈夫な金属が，湯せんで溶ける! それ

もまるで水のよう。不思議な体験です。 

《革製品》 

俳優、フラワーデザイナー、革職人などの経験から、生き方の可能性に

ついて語っていただいた河野さん。また、キーホルダー作りを通して、革

の見分け方についても教えていただきました。 

《STUDIO very much》 

ピアノと素敵な歌声に引き込まれました。土居さんの神石高原町を大切

に思う気持ちが伝わりました。ドラムとのセッション等、音楽の楽しさをた

くさん教えていただきました。 

《陶芸》 

神石高原町へ移住してこられた藤田さん。日頃から五感+心で物事を見る

と、もっと町の良さを感じることができるとのメッセージをいただきました。

集中して土と向き合いました。 

《パーソナルビジネスプロセス、Drone Scenery》 

ドローンの歴史や仕事について教えていただきました。未来では空飛ぶ

車になるという話は興味深かったです。また、実際にドローンを操縦さ

せてもらいました。 

《木つわ畑》 

ハーバリウムのボールペン作りでは、豊田さんにハンドメイドの楽しさを

教えていただきました。ドライフラワーやビーズなどを使って、オリジナル

作品に挑戦しました。 

《ミートショップ SHIMOHARA》 

鉄板で神石牛を一人ひとり焼いてくださいました。焼いているときからジ

ューシーな匂いに引き込まれてしまいました。普段はなかなか口にできな

い高級なお肉で，とってもおいしかったです!! 


